
 

 

地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 北新田防犯防火パトロール隊 

２事業名 

 
北新田地区住宅対象侵入盗及び安全対策事業 

３事業実施 

結果 

（１）活動活発化（A事業）          

毎月第２土曜日の自治会の班長会

にて防犯状況を報告し、パトロール隊

だよりを全戸配布しました。（３８０

戸） 

地区の９か所の掲示板にも掲示し、

防犯意識を高めていただきました。 

                      

 

（２）防犯啓発（B事業） 

毎年秋に行う地区の防災活動・イベ

ントを、本年はコロナ禍で中止しまし

た。パトロール隊活動日の１０月１７

日に防犯講習会を開催しました。犬山

警察署生活安全課に講話をいただき、

北新田公民館にて参加者３３名で受

講しました。 

    パトロール隊  ２０名 

    地区役員他   １０名 

    行政（県、町職員）２名 

    犬山警察署    １名 

       

当日は、CC ネット様より取材を受

けました。 

扶桑シオン様より当地区に防犯グ

ッズの「ちょこパト防犯タグ」、「ちょ

こパト防犯マグネットシート」をいた

だきました。また、子供会、中学生 PTA

にクリアファイル（交通安全標識入）



を贈呈しました。 

（３）地域連携・広域の連携活動によるパトロール体制の強化（C事業） 

  

ア 活動期間中の毎月第１、３、５週の土

曜日夜間に地元企業や各団体と地域

の巡回パトロールを合同で実施しま

した。 

９月 ３社合同参加 

10月 １社、３団体合同参加 

11月 ３社、１団体合同参加 

12月 ２団体合同参加 

    

イ 啓蒙の横断幕や交差点の止まれ表示

の設置 

交差点付近に止まれ表示３か所 

児童遊園、尾張広域緑道に各１か所 

 

 

 

（４）あいさつ・声かけ運動（D事業） 

    地域が一体となってあいさつ運 

動を実施。住民の目に触れる所にの 

ぼり旗を設置しました。 

パトロールだよりを全戸配布しま

した。 

 

 

 

 

 

（５）防犯カメラの設置による犯罪防止・効果検証（E事業） 

住宅対象侵入盗及び該当犯罪から

子供、女性、高齢者などを守るため

に有用な防犯設備である防犯カメラ

を、北新田公民館に２基設置しまし

た。 

 

 

 

 



 

４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

 ア 成果 

・従来のパトロール隊だけの巡回活動を、企業や団体と合同で地域を回

るようにすることで、お互いに協力し、犯罪のない明るい地域をつく

る意識を共有することができました。 

・のぼり旗の掲出、パトロール隊だより、防犯グッズの配布などにより

地区の住民の防犯意識を高めることができました。 

・あいさつ運動などの声かけにより地域の笑顔が増えました。 

・公園や公民館などを犯罪防止の拠点として、カメラの設置などに御理

解をいただき、お役に立つことができました。 

・防犯パトロール隊の活動を広めることができ、２名加入されました。 

 

 イ 課題 

・コロナ禍で防犯講話など参加者を限定したため、住民の参加を呼びか

けることができませんでした。 

・スクールガードさんとも連携し、昼間の活動の幅をさらに増やすこと

が必要です。 

・今回の活動を通して今後も行政、警察とも情報共有し、連携を深めて

いく必要があります。 

 

（２）今後の取組み 

・昼間の活動も隊員の幅を広げ、地域の巡回パトロールを行い、安全安

心なまちづくりを心がけたいです。 

・扶桑町が配信している「ひまわりあんしん情報メール」などを活用し、

防犯意識を高めていただける機会を持ち、メールの登録や利用を呼び

かけます。 

・犯罪抑止や防止につながる必要な資機材をさらに充実させながら犯罪

のない明るいまちづくりに取り組みたいです。 

 


